
　社会資本総合整備計画 社会資本整備総合交付金             令和06年12月06日

計画の名称 山形市景観重点地区周辺におけるまちなみ環境整備（第2期）

計画の期間   令和０７年度 ～   令和１１年度 (5年間) 重点配分対象の該当

交付対象 山形市

計画の目標 歴史的建造物が集積する地区や観光地などについて、山形市景観重点地区としての指定を進めながら、歴史や文化、賑わいを感じられる美しく趣のあるまちなみ景観を創出し、

住んでいる人の郷土への誇りと愛着を育む。また、地域資源の魅力を向上させることにより、地域活性化や交流人口の拡大を図る。

全体事業費（百万円） 合計（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）               1,243  Ａ               1,239  Ｂ                   0  Ｃ                   4  Ｄ                   0 効果促進事業費の割合Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）      0.32 ％

番号

計画の成果目標（定量的指標）

定量的指標の定義及び算定式

定量的指標の現況値及び目標値

当初現況値 中間目標値 最終目標値

R5末 R11末

   1 景観重点地区（山寺地区）及び周辺地区における来客数の増加

山寺地区の観光客入れ込み数 718200人／年 人／年 940900人／年

   2 景観重点地区（蔵王温泉地区）及び周辺地区における来客数の増加

蔵王温泉地区の観光客入れ込み数 928500人／年 人／年 1432300人／年

備考等 個別施設計画を含む － 国土強靱化を含む － 定住自立圏を含む － 連携中枢都市圏を含む － 流域水循環計画を含む － 地域再生計画を含む －

1 案件番号： 0000616055



A 基幹事業

基幹事業（大） 番号

事業 地域 交付 直接
事業者 種別１ 種別２

要素となる事業名 事業内容 市区町村名／ 事業実施期間（年度） 全体事業費 費用 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 （事業箇所） （延長・面積等） 港湾・地区名 R07 R08 R09 R10 R11 （百万円） 便益比 策定状況

一体的に実施することにより期待される効果

備考

住環境整備事業 A16-001 住宅 一般 山形市 間接 山形市 － － まちなみ環境整備事業（

山寺地区）

修景施設整備（助成）、整備

方針策定

山形市  ■  ■  ■  ■  ■         125 －

A16-002 住宅 一般 山形市 間接 山形市 － － まちなみ環境整備事業（

蔵王温泉地区）

修景施設整備（助成）、整備

方針策定

山形市  ■  ■  ■  ■  ■         125 －

A16-003 住宅 一般 山形市 直接 山形市 － － まちなみ環境整備事業（

山寺地区）

電線地中化、道路美装化 山形市  ■  ■  ■  ■         947 －

A16-004 住宅 一般 山形市 直接 山形市 － － まちなみ環境整備事業（

蔵王温泉地区）

道路美装化 山形市  ■          42 －

 小計       1,239

合計       1,239

1 案件番号： 0000616055



C 効果促進事業

基幹事業（大） 番号

事業 地域 交付 直接
事業者 種別１ 種別２

要素となる事業名 事業内容 市区町村名／ 事業実施期間（年度） 全体事業費 費用 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 （事業箇所） （延長・面積等） 港湾・地区名 R07 R08 R09 R10 R11 （百万円） 便益比 策定状況

一体的に実施することにより期待される効果

備考

住環境整備事業 C16-001 住宅 一般 山形市 直接 山形市 － － 景観重点地区景観まちづ

くり推進事業（山寺地区

）

専門家派遣、パンフレット等

作成、ガイドライン冊子作成

山形市  ■  ■  ■  ■  ■           2 －

地元まちづくり団体の活動に対する専門家の助言や、地区独自の景観形成方針や基準を広く周知することで、良好な景観形成が期待できる。

C16-002 住宅 一般 山形市 直接 山形市 － － 景観重点地区景観まちづ

くり推進事業（蔵王温泉

地区）

専門家派遣、パンフレット等

作成、ガイドライン冊子作成

山形市  ■  ■  ■  ■  ■           2 －

地元まちづくり団体の活動に対する専門家の助言や、地区独自の景観形成方針や基準を広く周知することで、良好な景観形成が期待できる。

 小計           4

合計           4

1 案件番号： 0000616055



街なみ環境整備方針説明書 

 

都道府県名 山形県 市町村名 山形市 区域名 山寺地区 

区 

域 

現 

況 

区域の現況 当該区域は、山形市の北東部に位置し、貞観 2年（860年）に

開山された立石寺を中心とした門前町一帯は、国の名勝史跡

に指定され、四季折々の自然と相まって東北を代表する観光

地となっている。第１期計画中にエリア内建築物の約 17％の

物件について修景を行い、一定の成果を得ているが、景観形

成基準に適合しない建築物や広告物が残っており、これらの

物件に関する修景が課題となっている。また、少子高齢化の

進行に伴う地区外移転等による空き家や廃業に伴う空き店舗

も散見されることから、山形市景観条例に基づく景観重点地

区としての指定を進めながら、自然と調和し、歴史性を活か

した格調高いまちなみの整備を行い、地区の活性化を図る必

要がある。 

道路の現況 特に観光ルートとなっているＪＲ山寺駅から立石寺までは、

県道山形山寺線を一部挟んで市道山寺停車場線、中嶋線、山

寺川原町線、千手院線が通っているが、大部分が歩道のない

対面通行で整備されるとともに、無電柱化が進んでおらず、

地区住民や観光客の安全性や景観上の問題がある。 

公園等の現況 当該区域の中央部には都市計画緑地の「立谷川河川公園」が

あり、公衆トイレや東屋、ベンチ等も整備され、観光イベン

トや地区行事に利用されている。また、令和元年度には市の

恒例イベントである「日本一の芋煮会フェスティバル」で使

用した大鍋を市内より移転・設置し観光資源とするなど、地

区住民や観光客のふれあいと安らぎの場となっている。 

地区住民のまちづくり

活動の概要 

地元住民が組織する「川原町・南院まちづくり協議会」と市

が協働し、地区内の建築等の行為に関する審査機関を立ち上

げ、届出があったすべての物件を当該組織で審査し、景観誘

導に自律的に取り組むとともに、無電柱化に向けた検討など

の景観まちづくり活動のほか、祭りや観光イベントの運営な

ど、住民主体のまちづくりに取り組んでいる。 

区
域
の
整
備
に
関

す

る
基
本
計
画 

整備の目標 安全で快適な住環境の向上を図りながら、自然と調和し、山

寺の歴史的な雰囲気を感じられるまちなみを整備することに

より、地区住民が誇りと愛着を持って住み続けることができ

るまちづくりを進め、観光地としての魅力の向上や、地域活

性化を図る。 

整備の時期 令和２年度～令和１１年度 

（第１期：令和２～６年度、第２期：令和７～１１年度） 



地区施設

等の整備

に関する

基本事項 

通路等 地区内の市道について、無電柱化及び道路美装化を推進し、

地区住民や観光客にとって、安全・安心な交通を確保すると

ともに、歴史ある寺社とその門前町との調和に配慮したまち

なみ景観の向上を図る。 

小公園等 安全で快適な潤いのある空間の維持に努め、山寺らしい景観

との調和に配慮する。 

その他 （別事業により整備） 

※区域内における Wi-Fi 環境の整備、多言語表記などによる

分かりやすい案内標識の設置等により、インバウンドを含む

観光客の受け入れ環境の向上を図る。 

住宅等の

整備に関

する基本

事項 

住宅 当該区域内の建築物等について、山形市景観計画で定める景

観重点地区独自の景観形成基準に合致する整備や修景に対し

て補助を行うことにより、山寺らしいまちなみ景観の誘導を

図る。 

敷地 建築物の修景のほか、門や塀、建築設備等の修景に対して補

助を行うことにより、山寺らしいまちなみ景観の誘導を図る。 

屋外広告物 景観重点地区独自の屋外広告物設置基準に合致する整備や修

景、撤去に対して補助を行うことにより、山寺らしいまちな

み景観と調和した形態・意匠となるよう誘導を図る。 

その他の事項 ・景観重点地区独自の景観形成基準や屋外広告物設置基準等

に関する啓発活動を実施する。 

・ホームページやパンフレット等により景観まちづくり活動

に関する情報発信を実施する。 

 



街なみ環境整備方針説明書 

 
都道府県名 山形県 市町村名 山形市 区域名 蔵王温泉地区 

区 

域 

現 

況 

区域の現況 当該区域は、山形市の南東部に位置し、開湯 1,900 年と県内

最古の歴史を持つ蔵王温泉や、樹氷で知られる蔵王温泉スキ

ー場を有し、一年を通して多くの観光客が訪れる山形市を代

表する観光地となっている。第１期計画中に店舗や住居が集

中するエリア内における建築物の約26％の物件について修景

を行い、一定の成果を得ているが、景観形成基準に適合しな

い建築物や広告物が残っており、これらの物件に関する修景

が課題となっている。また、廃業に伴う空き店舗や少子高齢

化の進行に伴う地区外移転等による空家も散見されることか

ら、山形市景観条例に基づく景観重点地区としての指定を進

めながら、歴史ある温泉街やリゾート地に相応しい自然と調

和したまちなみの整備が必要となっている。 

道路の現況 地区の中心には、通称樹氷通りと呼ばれる県道蔵王公園線や、

県道山形永野線が通っており、当該県道の主要区間は道路拡

幅や無電柱化、消雪化されている。 

また、温泉街は通称高湯通りと呼ばれる市道蔵王温泉通線を

中心に整備されており、狭隘で屈曲した道路は石畳化され、

歴史的まちなみを演出している。 

一方で、市道の多くの区間については無電柱化や消雪化が進

んでおらず、良好な景観形成に課題が残っている。 

公園等の現況 当該区域内に公園は無いが、民間駐車場において朝市「山形

まるごと市」が定期的に開催され、地区住民や観光客のふれ

あいの場となっている。 

地区住民のまちづくり

活動の概要 

当該地区内の「蔵王温泉観光協会」は、町内会組織としての

機能も担っており、生業に直結する課題として、地域活性化

やまちづくりに関する取組や検討を継続的に行っている。 

これと市が協働し、地区内の建築等の行為に関する審査機関

を立ち上げ、届出があったすべての物件を当該組織で審査し、

景観誘導に自律的に取り組んでいる。 

区
域
の
整
備

に
関
す
る

基
本
計
画 

整備の目標 安全で快適な住環境の向上を図りながら、歴史ある温泉街や

リゾート地にふさわしいまちなみを整備することにより、地

区住民が誇りと愛着を持って住み続けられるまちづくりを進

め、観光地としての魅力の向上と地域活性化を図る。 

整備の時期 令和２年度～令和１１年度 

（第１期：令和２～６年度、第２期：令和７～１１年度） 

地区施設

等の整備

通路等 当該区域内の道路について、拡幅や消雪化など、地区住民や

観光客にとって安全で快適な道路空間の形成を目指す。 



に関する

基本事項 

小公園等 － 

その他 （別事業により整備） 

※当該区域内における Wi-Fi環境の整備、多言語表記や QRコ

ードを活用した分かりやすい案内標識の設置等により、イン

バウンドを含む観光客の受け入れ環境の向上を図る。 

住宅等の

整備に関

する基本

事項 

住宅 当該区域内の建築物等について、山形市景観計画で定める景

観重点地区独自の景観形成基準に合致する整備や修景に対し

て補助を行うことにより、蔵王温泉らしいまちなみ景観の誘

導を図る。 

敷地 建築物の修景のほか、門や塀、建築設備等の修景に対して補

助を行うことにより、蔵王温泉らしいまちなみ景観の誘導を

図る。 

屋外広告物 景観重点地区独自の屋外広告物設置基準に合致する整備や修

景、撤去に対して補助を行うことにより、蔵王温泉らしいま

ちなみ景観と調和した形態・意匠となるよう誘導を図る。 

その他の事項 ・景観重点地区独自の景観形成基準や屋外広告物設置基準等

に関する啓発活動を実施する。 

・ホームページやパンフレット等により景観まちづくり活動

に関する情報発信を実施する。 

 



事前評価チェックシート
 計画の名称： 山形市景観重点地区周辺におけるまちなみ環境整備（第2期）

事　　前　　評　　価 チェック欄

I． 目標の妥当性
①都市再生基本方針との適合等　１）まちづくりの目標が都市再生基本方針と適合している。 〇

I． 目標の妥当性
①都市再生基本方針との適合等　２）上位計画等と整合性が確保されている。 〇

I． 目標の妥当性
②地域の課題への対応　１）地域の課題を踏まえてまちづくりの目標が設定されている。 〇

I． 目標の妥当性
②地域の課題への対応　２）まちづくりの必要性という観点から地区の位置づけが高い 〇

II． 計画の効果・効率性
③目標と事業内容の整合性等　１）目標と指標・数値目標の整合性が確保されている。 〇

II． 計画の効果・効率性
③目標と事業内容の整合性等　２）指標・数値目標と事業内容の整合性が確保されている。 〇

II． 計画の効果・効率性
③目標と事業内容の整合性等　３）目標及び事業内容と計画区域との整合性が確保されている。 〇

II． 計画の効果・効率性
③目標と事業内容の整合性等　４）指標・数値目標が市民にとって分かりやすいものとなっている。 〇

II． 計画の効果・効率性
③目標と事業内容の整合性等　５）地域資源の活用はハードとソフトの連携等を図る計画である。 〇

II． 計画の効果・効率性
④事業の効果　１）十分な事業効果が確認されている。 〇

II． 計画の効果・効率性
④事業の効果　２）事業連携等による相乗効果・波及効果が得られるものとなっている。 〇

III．計画の実現可能性
⑤地元の熱意　１）まちづくりに向けた機運がある。 〇

III．計画の実現可能性
⑤地元の熱意　２）住民・民間事業者等と協力して計画を策定している。 〇

III．計画の実現可能性
⑤地元の熱意　３）継続的なまちづくりの展開が見込まれる。 〇

III．計画の実現可能性
⑥円滑な事業執行の環境　１）計画の具体性など、事業の熟度が高い。 〇

1  案件番号：0000616055



事　　前　　評　　価 チェック欄

III．計画の実現可能性
⑥円滑な事業執行の環境　２）交付期間中の計画管理（モニタリング）を実施する予定である。 〇

III．計画の実現可能性
⑥円滑な事業執行の環境　３）計画について住民等との間で合意が形成されている。 〇

2  案件番号：0000616055


